
家族会・救う会から北朝鮮指導者への３回目のメッセージ 

「全拉致被害者の即時一括帰国を決断していただきたい」 

 

私たちは 1997 年以来、拉致された日本人被害者を救出するための国民運動を

進めてきた家族会と救う会です。家族会は拉致被害者の両親や兄弟、子弟などの

組織です。救う会はそれを支える国民有志の組織です。 

 

私たちは、これまで二度にわたって次のようなメッセージをお伝えしました。 

 

親の世代の家族が存命のうちに全拉致被害者の即時一括帰国が実現するので

あれば、私たちは帰還した被害者やその家族に秘密の公開を求めるつもりはな

く、国交正常化に反対する意思もありません。 

 

この私たちの切実な思いは変わっていないことをお伝えします。そして、今回

「親の世代の家族が存命のうちに全拉致被害者の一括帰国が実現するなら、我

が国が北朝鮮に人道支援を行うことに反対しない」 

という新しいメッセージを一つ付け加えます。 

 

人道支援は国連制裁違反ではありません。従って、核・ミサイル問題解決前に

も実行できます。その条件は喫緊の人道問題である、「全拉致被害者の即時一括

帰国実現」です。親の世代の家族が存命のうちに全拉致被害者の即時一括帰国が

実現するなら私たちは北朝鮮への人道支援に反対しません。様々な人道問題を

一括して解決しようではないかと提案いたします。 

 

 岸田文雄総理大臣は「拉致被害者御家族も御高齢となる中で、拉致問題は時間

的制約のある人権問題です」と明言し、委員長と直接向き合って拉致問題を解決

すると繰り返し表明しています。一日も早く日朝首脳会談に応じ、全拉致被害者

を即時一括で帰国させて下さい。 

 私たちは、ここで再度、金正恩委員長に「全拉致被害者の即時一括帰国を決断

していただきたい」と強く訴えます。 

 

金正恩国務委員長 殿 
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